
越
谷
に
落
ち
た
隕
石 

生
出
弘
三 

 

当
時
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
会
長
だ
っ
た
小
島
誠
氏
（
故
人
）
の
調
査
と

隕
石
を
保
管
し
て
い
る
中
村
勉
氏
の
話
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

大
正
の
関
東
大
震
災
の
だ
い
ぶ
前
の
明
治
の
頃
、
東
武
線
の
西
隣
、
南
埼
玉

郡
桜
井
村
大
字
大
里
五
四
一
番
地
に
住
む
中
村
喜
八
氏
（
現
、
勉
氏
の
高
祖
父
、

嘉
永
元
年
十
一
月
十
一
日
の
生
ま
れ
、
大
正
十
一
年
に
七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
）

所
有
の
畑
（
東
武
線
の
東
側
の
大
里
四
七
四
番
地
）
に
隕
石
が
落
下
し
た
。 

す
ぐ
近
く
に
住
む
男
性
（
東
武
線
の
東
側
に
住
む
中
村
喜
八
氏
の
分
家
）
が

夜
明
け
前
に
家
の
中
か
ら
外
ト
イ
レ
に
行
っ
た
時
、
西
の
方
か
ら
物
凄
い
音
を

た
て
て
迫
る
も
の
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
驚
い
て
「
お
化
け
だ
」
と
叫
び
な
が
ら

家
の
中
に
飛
び
込
ん
で
戸
を
閉
め
た
と
い
う
。 

中
村
喜
八
氏
は
、
そ
の
後
、
何
日
か
た
っ
て
恐
る
恐
る
耕
地
に
行
き
、
一
メ

ー
ト
ル
余
り
の
深
さ
に
な
っ
た
窪
み
の
中
に
石
を
発
見
し
た
。
そ
の
石
は
、
横

幅
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
丁
度
四
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
っ
て
、
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
磁
石
が
よ
く
つ
く
。
今
で

も
中
村
家
の
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

中
村
喜
八
氏 

 
 
 
 
 

中
村
勉
氏
の
祖
父
の
弟
（
明
治
三
十
五
年
十

二
月
十
一
日
の
生
ま
れ
）
か
ら
聞
い
た
話
に

よ
る
と
、
東
武
鉄
道
が
こ
の
地
に
開
通
し
た

三
年
後
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三

月
十
五
日
頃
の
午
前
二
時
頃
だ
と
い
う
。 

 

ま
た
、
次
の
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
五
日

付
け
東
京
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
八
日
の

暁
の
頃
と
し
て
い
る
。 



大
里
に
落
ち
た
隕
石 

 

明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
五
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」
よ
り 

 

●
埼
玉
縣
の
隕
石 

 
去
月
八
日
頃
な
り
き
、
埼
玉
縣
南
埼 

 

玉
郡
に
て
、
暁
の
頃
、
火
山
の
噴
火
し
た
る
如
き
音
響
あ
り
し 

 

が
、
其
後
、
同
郡
桜
井
村
大
字
大
里
に
て
、
中
村
喜
八
と
い
ふ
人 

 

の
所
有
に
係
る
陸
羽
街
道
の
東
側
の
田
に
大
穴
の
生
じ
た 

 

る
を
発
見
し
、
四
尺
餘
の
底
よ
り
奇
石
を
掘
出
し
、
昨
今
、
見
物 

 

群
衆
す
と
い
ふ
。 

          

右
記
の
新
聞
記
事
（
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
原
田
民
自
氏
提
供
）
に
よ
る
と
、
隕
石
が
大
里
に
落
ち
た

の
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
八
日
の
暁
の
頃
と
し
て
い
る
。 

中
村
勉
氏
の
祖
父
の
弟
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
五
年
三
月
十
五
日
頃
の
午
前
二
時
頃
と
し
て
い
る
。
多

少
の
食
い
違
い
が
あ
る
が
、
大
正
三
年
十
月
頃
で
は
な
く
、
明
治
三
十
五
年
三
月
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。 

隕
石
が
落
下
し
た
翌
月
に
書
か
れ
た
当
時
の
記
事
の
通
り
、
三
月
八
日
頃
の
暁
あ
る
い
は
夜
明
け
前
の

出
来
事
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
五
月 

記
す 

 



 


